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＜集計対象データについて＞ 

① 聞き取り実施期間 H27.12.9 ～ H28.3.18(予定) 

② 調査対象医療機関【当初想定】 

（許可病床数） 
513（31,296 床） 

③ 年度内無床、休院、廃院等医療機関 

（許可病床数） 
8（145 床） 

④ 調査対象医療機関［②－③］ 505（31,151 床） 

 ⑤ 回答を得た医療機関 

  （許可病床数） 
488（30,915 床） 

 ⑥ 回答率［⑤／④］ 96.6%（99.2%） 

 

【参考：地域ごとの状況】 

 
※ 年度内に無床、休院、廃院等の医療機関については、病床機能報告の対象外となるため、本

調査からの対象外とする。 

 

○ 当該集計データのうち、病床数の見通し等は、あくまで現時点の予定であり、

回答があった医療機関の今後の予定を拘束するものではありません。 

地域
説明会
開催日

①
調査対象
医療機関
【当初想定】
（許可病床数）

②
年度内無床、
休院、廃院等

医療機関※

（許可病床数）

③
調査対象
医療機関
［①-②］

（許可病床数）

④
回答を得た
医療機関

（許可病床数）

⑤
回答率
［④/③］

（許可病床数）

202 2 200 188 94.0%

(14,130) (38) (14,092) (13,933) (98.9%)

28 1 27 27 100.0%

(1,507) (19) (1,488) (1,488) (100.0%)

42 0 42 42 100.0%

(2,089) (0) (2,089) (2,089) (100.0%)

18 0 18 18 100.0%

(828) (0) (828) (828) (100.0%)

33 0 33 33 100.0%

(3,074) (0) (3,074) (3,074) (100.0%)

16 1 15 15 100.0%

(884) (14) (870) (870) (100.0%)

23 0 23 23 100.0%

(1,075) (0) (1,075) (1,075) (100.0%)

48 2 46 46 100.0%

(2,174) (36) (2,138) (2,138) (100.0%)

23 0 23 23 100.0%

(1,403) (0) (1,403) (1,403) (100.0%)

30 1 29 27 93.1%

(1,465) (19) (1,446) (1,414) (97.8%)

50 1 49 46 93.9%

(2,667) (19) (2,648) (2,603) (98.3%)

513 8 505 488 96.6%

(31,296) (145) (31,151) (30,915) (99.2%)

聞き取り実施期間

　熊本
H27.11.19
H27.11.20

H27.12.14 ～ H28.2.25

　宇城 H27.11.30 H28.1.18 ～ H28.2.15

　有明 H27.12.9 H28.1.12 ～ H28.2.29

　鹿本 H27.11.25 H27.12.9 ～ H27.12.25

　菊池 H27.11.26 H27.12.17 ～ H28.2.4

　阿蘇 H27.11.30 H27.12.21 ～ H28.1.28

　上益城 H27.11.30 H28.1.12 ～ H28.2.22

　八代
H27.12.1
H27.12.2

H28.1.7 ～ H28.2.5

　芦北 H27.11.24 H27.12.16 ～ H28.1.29

　球磨 H27.12.3 H27.12.17 ～ H28.2.18

　熊本県計

　天草 H28.1.16 H28.2.18 ～ H28.3.18



１　平成27年度病床機能報告と2025（平成37）年の見通しについて

　（１）許可病床数

　

［単位：床］

　（２）病床稼働率・平均在院日数

　 　 　 　

（参考）厚労省令
の必要病床数算
定式に用いる病床
稼働率［単位：％］

6,010

　高度急性期

1,870（参考）2025年必要病床数推計

※医療機関所在地ベース。慢性期は、パターンB（熊本、菊池）及び特例（宇城、有明、鹿本、阿蘇、上益城、八代、芦北、球磨、天草）で推計

71.4

13.9

73.9

45.7

調査結果（速報）の概要【県計】

全体

○　平成27年度病床機能報告では、高度急性期が２，５７８床、急性期が１１，４８０
     床、回復期が４，６５２床、慢性期が１１，９８３床。

○　これに対し、2025（平成37）年における見込み数は、高度急性期が１，８１０床、
     急性期が７，８２９床、回復期が４，９４６床、慢性期が８，０７５床。

○　なお、2025（平成37）年は、見通し不明と回答されたものについて、当該不明分
     を平成27年度の病床数でそのまま計上すると、高度急性期が２，６９５床、急性
     期が１０，４６５床、回復期が５，９１５床、慢性期が１０，７１９床。

○　平成27年度病床機能報告における病床稼働率は、高度急性期が９０．３％、
     急性期が７１．４％、回復期が７３．９％、慢性期が８２．９％。

○　平均在院日数は、高度急性期が９．４日、急性期が１３．９日、回復期が
     ４５．７日、慢性期が１６５．７日。

75.0

回復期　

7,048

急性期　

90.0 92.0

90.3

9.4

全体

21,089

　慢性期

6,161

病床稼働率
［単位：％］

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

82.9

165.7

77.4

24.5

78.0

平均在院日数
［単位：日］

1,810 

7,829 

4,946 

8,075 

2,578 
885 

11,480 

2,636  

4,652 

969  
11,983 

2,644  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

左：2015（H27）   右：2025（H37） 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

10,465 

～ 
7,829 

        

※      は、見通し不明 

5,915 

～ 
4,946 

10,719 

～ 
8,075 

2,695 

～ 
1,810 



２　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

３　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて

　（１）「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み

　（２）「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

　⑦ 在宅歯科医療を実施するための人材の確保 2%

　⑧ 在宅歯科医療を実施するための設備の整備 1%

　⑤ 退院後の療養生活の相談に乗る窓口に配置する看護職員や
      医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの育成のための研修 18%

　⑥ 医療依存度の高い患者や小児等患者への対応力向上のための研修 9%

12,137人

　① 在宅医療に取り組む医師の確保のための研修 18%

　② 在宅医療に取り組む看護職員の確保のための研修 25%

　③ 取りに対応できる医師の養成のための研修 10%

　④ 看取りに対応できる看護職員の養成のための研修 17%

○　現在、回答があった医療機関の約５３％が在宅医療（往診、訪問診療）を実施
      しており、１か月あたりの患者延べ数は７，９１４人。

○　これに対し、2025（平成37）年における見込み数は、約５６％が在宅医療（往診、
     訪問診療）を実施し、１か月あたりの患者延べ数は１２，１３７人。

　現状の実施状況

　2025(平成37)年における実施の見通し

　① 病床機能を転換するための施設の整備

　② 病床機能を転換するための設備の整備

　③ 療養病床から介護施設等へ転換するための施設の整備

53%

56%

１か月あたりの患者延べ数

7,914人

　④ 療養病床から介護施設等へ転換するための設備の整備

　⑤ 病床機能の分化・転換に伴う職員の研修・教育

　⑥ 連携に係る人材の確保・養成

18%

15%

4%

3%

23%

37%

実施医療機関の割合



１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 2,578 2,556 11,358 10,561 3,362 3,161 3,523 2,985 222 19 21,043 19,282

療養病床 0 0 122 116 1,290 1,277 8,460 8,285 0 0 9,872 9,678

計 2,578 2,556 11,480 10,677 4,652 4,438 11,983 11,270 222 19 30,915 28,960

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 2,657 2,657 9,143 8,778 5,496 4,988 8,987 8,625 26,319 25,048

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。 　　　　　　機能未選択36床を含む。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

71.4%

218,116 27,868 21,77390,472

 ④回答を得た医療機関 488（30,915床）  ⑤回答率 96.6%（99.2%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

熊　本　県　計

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体※

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

8（145床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

505（31,151床）

高度急性期

22 402 73 184 120 801

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

513（31,296床）

9.4

849,478

90,386

13.9 45.7 165.7 24.5

2,991,341 1,255,564 3,624,419 8,720,802

213,417 27,022 21,965 352,790

77.4%90.3%

3,757 ←機能未選択82床を含む。

839

許可病床数

358,229

機能未選択

全体 削減予定

82.9%

※機能未選択は除く。

区分

区分

82 1,376 437 1,780

回復期 慢性期

73.9%

［単位：床］

0 0 122 116 
1,290 1,277 

8,460 8,285 

2,578 2,556 

11,358 10,561 

3,362 3,161 

3,523 2,985 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
71% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
2% 

削減 

【単純減】 
6% 

その他【見通し

不明等】 
21% 

2,657 2,657 

9,143 8,778 

5,496 4,988 

8,987 8,625 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000

高度急性

期 

 急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 



３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

63.4

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　　　 機能未選択36床を含む。

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 1,810 1,810 7,829 7,490 4,946 4,503 8,075 7,762 22,696 21,565

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 1,810 ～2,695 7,829 ～10,465 4,946 ～5,915 8,075 ～10,719 22,696 ～29,912

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期は、パターンB
（熊本、菊池）及び特例（宇
城、有明、鹿本、阿蘇、上
益城、八代、芦北、球磨、
天草）で推計

一か月あたりの
患者延べ数

7,914人

一か月あたりの
患者延べ数

12,137人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

区分

1,870 6,010 7,048 6,161 21,089

許可病床数

←機能未選択82床を含む。

1,003

7,216885 2,636 969 2,644

1,810 1,810 

7,829 7,490 

4,946 4,503 

8,075 7,762 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

53% 

未実

施 
47% 

実施 
56% 

未実

施 
44% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
18% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
15% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
4% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
3% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
23% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
37% 

現状 

維持 
63% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
1% 

削減 

【単純減】 
6% 

その他【見通し

不明等】 

30% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
18% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
25% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
10% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
17% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
18% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
9% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
2% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
1% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 



１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 2,478 2,456 4,729 4,478 1,550 1,451 1,167 1,102 151 19 10,075 9,506

療養病床 0 0 53 47 760 747 3,045 2,993 0 0 3,858 3,787

計 2,478 2,456 4,782 4,525 2,310 2,198 4,212 4,095 151 19 13,933 13,293

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 2,396 2,396 4,061 3,786 2,823 2,540 3,556 3,374 12,836 12,096

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

区分

区分

82 552 150 25

回復期 慢性期

74.3%

［単位：床］

866 ←機能未選択57床を含む。

231

許可病床数

217,396

機能未選択

全体 削減予定

86.4%

※機能未選択は除く。

9.5

820,814

86,504

11.7 47.1 153.3 18.7

1,252,062 626,698 1,328,937 4,028,511

105,703 13,065 8,732 214,004

79.4%

熊　本　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体※

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

2（38床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

200（14,092床）

高度急性期

22 153 30 53 71 329

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

202（14,130床）

108,054 13,551 8,60787,184

 ④回答を得た医療機関 188（13,933床）  ⑤回答率 94.0%（98.9%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

71.7%90.8%
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

68.8

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 1,593 1,593 3,531 3,318 2,623 2,395 2,984 2,824 10,731 10,130

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 1,593 ～2,478 3,531 ～4,587 2,623 ～3,005 2,984 ～3,547 10,731 ～13,674

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期はパターンB

区分

1,373 3,467 4,008 2,408 11,256

許可病床数

←機能未選択57床を含む。

259

2,943885 1,056 382 563

［単位：床］

一か月あたりの
患者延べ数
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一か月あたりの
患者延べ数

5,559人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 0 0 548 507 184 184 248 195 0 0 980 886

療養病床 0 0 12 12 0 0 496 476 0 0 508 488

計 0 0 560 519 184 184 744 671 0 0 1,488 1,374

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 416 407 263 263 689 659 1,368 1,329

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

74.0%-

10,085 1,473 1,3690

 ④回答を得た医療機関 27（1,488床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

宇　城　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

1（19床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

27（1,488床）

高度急性期

0 0 0 23 0 23

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

28（1,507床）

-

0

0

14.9 42.8 165.9 33.9

151,330 63,184 225,940 440,454

10,213 1,480 1,355 13,048

81.1%

［単位：床］
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右：稼働病床数 



３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

74.1

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 397 388 263 263 679 659 1,339 1,310

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 0 397 ～456 263 ～263 679 ～749 1,339 ～1,468

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み
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※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例
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